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確かな学力の定着のために・・・・ 
長いと思っていた２学期も残り一ヶ月となりました。 

子どもたちの学習のしめくくりに向けて頑張っています。 

学習面については、日々の「授業」と「家庭学習」が 

大切です。「授業」については、「一人一人に確かな学力 

を身につけさせるための学習指導のあり方～少人数学級 

における個に応じた指導を通して～」を研究主題にこれ 

までに４回の授業研究を行ってきています。指導者であ 

る教師自身が力量を高めるための研修に努めています。 

        （第１学年の授業風景→） 

本校の全国学力・学習状況調査の結果（６年）につい 

ては、国語・算数のＡ・Ｂ問題とも全国・県の平均を上回っていますが、今後もさらに基礎と活用能力の両面を高

めていきます。家庭学習も復習的な内容、適用・習熟を図る内容を個に応じて出していきますので、ご家庭でも環

境整備と時間の確保をお願いします。家庭学習の時間としては、目安としては、「２０分×学年」としております。

また、本を読むことと学力の相関がはっきりと裏付けられていますので、どんどん図書館から本を借りて「家読」

をするようすすめています。お家の方からも励ましてください。 

創立１４０周年記念 白岩フェスティバル 

 

 １１月１０日（日）の創立１４０周年記念白岩フェスティバルでは、多数の地域・保護者・来賓の皆様のご来校

をいただき、ありがとうございました。各学年で生活科や総合的な学習の時間、音楽科などで学習したことをもと

に子どもたちと担任が作り上げ、発表させていただきました。ご感想やご意見はお気兼ねなく担任にお伝えいただ

くか、２学期末にご協力いただく予定の「学校評価アンケート」の「ご意見・ご要望」の欄にご記入ください。来

年度さらによいフェスティバルにしているよう努力してまいります。 
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児童のさらなる安心・安全に向けて 
先日、市内で児童の連れ去り事件等が発生いたしました。子どもたちには、複数での登下校をさせ、暗くなる前

には帰宅できるよう下校させております。地域の安全見守り隊の皆様にも下校時刻近くには見守っていただきます

ようお願いしています。児童のさらなる安全・安心のために、今後とも下記の点について、ご理解とご協力をよろ

しくお願いいたします。 

１ 下校時刻・遊びからの帰宅時刻を守る。（冬期間の帰宅は１６時半までに） 

２ 決められた通学路を複数での下校をする。 

３ 「いかのおすし」を守る。 

※ 学校で指導し、再度、ちらしを配ります。ご家庭でもご指導ください。 

 ４ 防犯ブザーを携帯する。（電池切れはないか、定期点検してください。） 

 また、交通事故も依然、多く発生しています。例年、生死に関わる事故に遭う事例がありますが、そのほとんど

が自転車による事故です。積雪時は自転車の使用はできません。ご家庭においても、お子さんの自転車乗りの技能・

適正や使用する場所や道路の危険性等を十分に考慮して使用させてください。もちろん自転車使用の際は必ずヘル

メットを着用させてください。 

ふれあい活動 1.2年 

 １８日（月）、せいわ園の皆さんが本校にお出でになり、１・２ 

年生とふれあい活動をしました。いっしょにゲームをして楽しみ 

ました。子どもたちも回数を重ねるたびにゲームの説明なども上 

手になってきました。いろいろな人との関わりの中で「生きる力」 

が養われていきます。 

 

 

不審者には

気をつけて

ね！ 

 

 

 

 

 ２日（月） 防火診断 書写教室 スクールカウンセラー来校 

 ３日（火） 児童会委員会活動 

 ４日（水） ＡＥＴ来校 

 ６日（金） 授業参観 集金日 

 ９日（月） しめ縄飾り伝承会（5・6年） 

       スクールカウンセラー来校 

1０日（火） 校外子ども会 

１１日（水）～１３日（金）短縮Ｂ５ 

１６日（月） 書写教室  

       スクールカウンセラー来校 

１７日（火） 校内美化活動 

２０日（金） 第２学期終業式 

※ 道路の凍結によりすべりやすくなります。 

 車には特に気をつけましょう。 

 

１２月の予定 

うれしかったこと 
 朝、交通指導していると、いつも健康のために

ウォーキングをしている地域の方が何人かいら

っしゃいます。ある朝、そのお一人から「子ども

たちが元気にあいさつをしてくれるので、とても

気持ちがいいです。学校でよく指導してくれてい

るからですね。」とほめられました。学校関係者

としても、そう言っていただけるのはうれしいこ

とです。「各家庭のしつけのたまもの」と思いま

す。よいことはさらに伸ばしていきたいです。 


